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白川郷荻町集落の自然環境を守る会 令和7年4月号

現状変更申請書は各組の委員さんへ毎月月末までに、現状の写真を添えてご提出ください！

令和7年度 守る会の活動方針
守る会会長 野谷信二

日頃より、白川郷荻町集落の自然環境を守る会の活動に、格別のご理解とご協力を
賜り、厚く御礼申し上げます。さて、荻町は本年、世界遺産登録30周年という記念す
べき年を迎えました。しかしながら、オーバーツーリズムによる交通渋滞、空き家問
題、後継者不足、農山村景観の維持と農業の継承など、解決すべき課題が依然として
山積しております。これらの課題解決に向け、住民が一丸となって着実に前進できる
よう、守る会としても最大限の支援をしていく所存です。輝かしい未来のため、今後
とも皆様の温かいご支援を賜りますようお願い申し上げます。

基本活動

●各種団体と連携した組織の団結力を強化します。

▷世界遺産マスタープランの具現化に努めます。

▷月毎に定例会を開催し、現状変更申請の審議等、話し合いを深めます。

▷休耕地の草刈りやゴミ拾い、清掃活動に積極的に取り組みます。

重点活動

●「守る」茅葺や茅採取の技術の継承の輪を広げます。

▷世界遺産登録30周年を機に原点に立ち返り、これからの在り方を見出します。

▷結の合掌屋根葺き替えを推進し継承します。

▷茅の自給率向上と茅文化を広く継承します。

●「暮らす」空き家、空き地を活用した共同車庫等を検討し景観保全に努めます。

▷荻町構想計画会議を重ね、空き家対策に努めます。

▷荻町交通対策委員会と連携し、景観保全と暮らしに適した交通対策を見出します。

▷景観保全基準におけるガイドラインを見直します。

●「つなぐ」結の再定義から地域に貢献するネットワークを構築します。

▷白川郷学園をはじめ、将来担い手の世代間ネットワークを構築します。

▷他の伝建地区や町並み保全団体等と交流し、課題解決の糸口を見出します。

守る会活動スローガン 〜守る・暮らす・つなぐ〜

①守 る：住民憲章を基盤とした、世界遺産である合掌家屋と農山村の景観保全
②暮らす：結の精神が根ざした共同体と、景観に調和した豊かな住民生活の向上
③つなぐ：故郷から学び、他地域の交流から学び、未来の継承者を育成

※令和7年度守る会定例会開催日（予定：葬儀や突発的な行事等で変更の場合あり）

5月8日(木) ・ 6月10日(火) ・ 7月10日(木) ・ 8月8日(金) ・ 9月10日(水) ・ 10月9日(木)
11月10日(月) ・ 12月10日(水) ・ 1月9日(金) ・ 2月10日(火) ・ 3月10日(火)



3月の活動報告 ※5月の定例会は8日(木)を予定（公民館和室にて）
3日 荻町交通対策委員会（会長） 21日 荻町構想計画会議（区長・副区長・役員・財団・教育委）

10日 定例会 25日 伝建審議会（会長）

11日 ねそ3月号発行（総務部） 随時 旧寺口家屋根雪下ろし・雪またじ

4月の協議事項（現状変更申請に関わって） 4月10日開催
＊＊＊＊･･･池の修繕 ＊＊＊＊･･･自宅北側水路手摺り取り付け
＊＊＊＊･･･玄関サッシ取り付け ＊＊＊＊･･･ボイラー屋根取り付け
＊＊＊＊･･･落ち屋根トタン葺き替え ＊＊＊＊･･･障子戸取替
＊＊＊＊･･･南側合掌アマ部分窓取替 ＊＊＊＊･･･東側、南側窓ガラス取替
＊＊＊＊･･･玄関建具の変更 ＊＊＊＊･･･浴室窓取替

ゴミ問題等に関する発展会からのお願い ～「きれいな白川郷」を守るために～
① 観光事業者は、ポイ捨てに繋がるゴミが生じないよう努力しましょう。
② 店舗等周辺のゴミ拾いを積極的に行いましょう。
③ 観光客からゴミ処分の申し出があった際は、他店舗のゴミであっても“お互い様”の精神

で快く引き取りましょう。
④ タバコのポイ捨てによる火災がないよう見かけたら注意しましょう。

世界遺産登録30周年記念事業を実施します

令和7年度守る会委員一覧
選出部門 氏名 役職・所属

選挙 野谷 信二 ◇会長
推薦 欠員 ◇副会長
推薦 尾崎 達也 ◇事務局長
推薦 黒木 雄太 ◇合掌環境部長
推薦 川田 晋也 ◇一般環境部長
推薦

発展会
藤坂 俊幸 ◇企画部長

推薦 福田 麻衣子
◇総務部長

旧寺口家

中屋組 清水 顕治 ・一般環境部
東上組 松古 茂雪 ・合掌環境部
東中組 根尾 孝 ・一般環境部
東下組 佐藤 猛 ・企画部
西上組 水野 慎治 ・合掌環境部
西下組 古田 直樹 ・合掌環境部
橋場組 脇坂 力 ・一般環境部

集落議員 川田 一浩 ・企画部
合掌組合 大田 忠広 ・合掌環境部
宿泊業 川田 里子 ・総務部

土産品組合 今藤 建二 ・一般環境部
飲食店 松山 秀則 ・企画部
女性会 清水 美由紀 ・総務部

々 武田 千恵美 ・企画部
々 伊藤 美紀 ・一般環境部

青年 西村 力也 ・総務部
合掌財団 山田 雅彦 財団事務局長

々 原 卓也 財団事務局
教育委員会 尾崎 達也 教育委主幹

令和7年（2025）は、平成7年（1995）の世界遺産登録から30周年の節目を迎え
ます。村では、荻町地区や守る会、合掌組合等のご協力のもと、下記の記念事業を
計画しています。皆様の積極的なご参加をお待ちしております。

結の屋根葺替え
結の屋根の葺き替えを通じて、持続可能な
結のあり方を模索するとともに、地域の子
どもたちに茅葺き職人への憧れを育みます。

茅文化ワーク
茅文化の学びの場を創出し、茅の自給率向
上を地域全体の問題として捉え、意識改革
を目指します。

伝建防災講座
防災計画について学ぶ場を設け、地域住民
の相互扶助の精神を育むとともに、地域防
災訓練を実施します。

荻町未来会議vol.3
荻町区の各組で世代間交流ワークショップ
を開催し、その本質的な価値を学び直すこ
とで、原点に立ち返ります。

その他
世界遺産包括的保存管理計画の策定
伝建地区防災計画の策定
NHK岐阜特集番組制作
日本郵便オリジナル切手制作

［文責：教育委員会文化財担当 尾崎］
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